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◇
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◇
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栄
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第
３
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時
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◇
第
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回
福
島
県
消
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協
会
須

賀
川
支
部
消
防
操
法
大
会

4
月

5
月

7
月

6
月

　
村
民
の
皆
様
、い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　
議
会
だ
よ
り
１
３
５
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。今
月
号
は
６
月
定
例

議
会
の
様
子
を
中
心
に
構
成
い
た
し

ま
し
た
。今
議
会
は
３
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
我
々
広
報
委
員
も
３
月
の
議
会
改

選
を
受
け
、新
た
に
左
記
５
名
の
委
員

に
よ
り
２
年
間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。少
し
で
も
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。何

か
、お
気
づ
き
の
点
や
感
想
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
次
は
、９
月
が
定
例
議
会
と
な
り

ま
す
。多
く
の
方
々
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

湯本にある棚田に、小学生が田植えをしている時の写真
です。みんなで協力しながら頑張っていました。

平成28年

8月1日発行

8月号

写真の解説は裏表紙をご覧ください。
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主 な 内 容
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記
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傍聴してみませんか？

議会のホームページを
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6月定例会開催
　　村執行部から提案された諮問１件、報告２件と条例の改正案や平成28年度一般会計補正予算など７
議案を審議・可決しました。また、３件の陳情を採択とし、議員から提出された３件の発議案が採択されま
した。
　一般質問では、３名の議員が登壇し、村政についてただしました。

陳情の件名
○国からの「被災児童生徒就学支援等事業交付金」によ
る十分な就学支援を要請する意見書の提出」案の廃
案を求める意見書の提出を求める陳情
○最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める
意見書の提出を求める陳情
○労働時間と解雇の規制強化を求める意見書の提出を
求める陳情

条例改正・補正予算７議案可決

３件の陳情を採択

議  決 ４議案全て原案どおり可決

◆天栄村指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正

◆天栄村放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正

◆天栄村暴力団排除条例の一部改正

サービスを提供できる事業所に「指定地域密着型
通所介護事業所」を加える旨の改正
※指定地域密着型通所介護事業所･･･通所型の介護
事業所で小規模（定員１８人以下）のもの

平成28年度予算の補正 ３議案すべて原案どおり可決

◆一般会計
　歳入歳出それぞれ 5,700万円を追加

◆国民健康保険特別会計
　歳入歳出それぞれ 1,082.9万円を減額

◆介護保険特別会計　
　歳入歳出それぞれ 85.5万円を追加

報  告（報告とは：関連する法律等の中で議会への報告が定められているもの）

◆平成27年度天栄村繰越明許費繰越しの報告
　【総額  11億2,191.4万円の繰り越し】
　平成２７年度一般会計予算の一部事業について、平成２８年度へ繰越し額が決定したことの報告がありました。
   (防災センター整備事業…2,380万円　放射能除染事業…8億8,100万円）　 ふくしま森林再生事業…1億1,667.4万円など

◆平成27年度天栄村水道事業会計建設改良費繰越しの報告
　【総額  2,043.6万円の繰り越し】
　石綿セメント管更新事業として繰越を実施

一般会計補正予算では、天栄ホーム用地造成工事
並びに調整池造成に係る工事請負費約5,628.7万
円などが計上されました。

　国民健康保険特別会計補正予算では、後期高齢
者支援金や介護納付金の減額が計上されました。

対象の教育施設として「義務教育学校」を加える旨
の改正
※義務教育学校･･･小中学校一貫での学校

◆天栄村指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部改正

６月8日～10日
の３日間議員発議案を議決、意見書提出へ

【諮問】人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
諮問（村長）人権擁護委員に吉成千加子氏（天栄村大字大里）

を推薦することについて村長より諮問
答申（議会）適格適任と

認める

初議会（4月5日）

臨時会の議案審議結果
議長並びに議会役員を選出

■議長：廣瀬　和吉　■副議長：後藤　　修
■議会運営委員会委員長：大須賀渓仁 副委員長：服部　　晃 委員：揚妻　一男・小山　克彦・後藤　　修
■総務常任委員会委員長：小山　克彦 副委員長：大須賀渓仁 委員：渡部　　勉・北畠　　正・廣瀬　和吉
■産業建設常任委員会委員長：揚妻　一男 副委員長：服部　　晃 委員：熊田　喜八・円谷　　要・後藤　　修
■議会広報常任委員会委員長：渡部　　勉 副委員長：北畠　　正 委員：小山　克彦・大須賀渓仁・後藤　　修
■村監査委員（議会選出）：渡部　　勉
■公立岩瀬病院企業団議会議員：小山　克彦
■須賀川地方広域消防組合議会議員：服部　　晃
■須賀川地方保健環境組合議会議員：円谷　　要

第2回 臨時会（4月21日） 選挙管理委員会委員（補充員）を選挙・他４議案
■選挙管理委員会委員選挙
　　委　員：北畠　正則氏・亀森　正夫氏・石井　一郎氏・小山　　守氏
　　補充員：大木　邦明氏・岡部　暢文氏・小針　一郎氏・小山　英正氏 を選出
■工事請負契約の締結
　　仮置き場（高トヤ地区）に係る工事請負契約（1億800万円）を可決
■農村交流施設（湯本：智恵子邸）
■農業促進ハウス（湯本）
■平成２８年度一般会計補正予算
　　指定管理委託に係る平成３０年度までの債務負担行為の補正を可決

の指定管理について、それぞれNPO法人湯田組に委託することを議決｝
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の３日間議員発議案を議決、意見書提出へ

【諮問】人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
諮問（村長）人権擁護委員に吉成千加子氏（天栄村大字大里）

を推薦することについて村長より諮問
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認める

初議会（4月5日）

臨時会の議案審議結果
議長並びに議会役員を選出

■議長：廣瀬　和吉　■副議長：後藤　　修
■議会運営委員会委員長：大須賀渓仁 副委員長：服部　　晃 委員：揚妻　一男・小山　克彦・後藤　　修
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■産業建設常任委員会委員長：揚妻　一男 副委員長：服部　　晃 委員：熊田　喜八・円谷　　要・後藤　　修
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■須賀川地方広域消防組合議会議員：服部　　晃
■須賀川地方保健環境組合議会議員：円谷　　要

第2回 臨時会（4月21日） 選挙管理委員会委員（補充員）を選挙・他４議案
■選挙管理委員会委員選挙
　　委　員：北畠　正則氏・亀森　正夫氏・石井　一郎氏・小山　　守氏
　　補充員：大木　邦明氏・岡部　暢文氏・小針　一郎氏・小山　英正氏 を選出
■工事請負契約の締結
　　仮置き場（高トヤ地区）に係る工事請負契約（1億800万円）を可決
■農村交流施設（湯本：智恵子邸）
■農業促進ハウス（湯本）
■平成２８年度一般会計補正予算
　　指定管理委託に係る平成３０年度までの債務負担行為の補正を可決

の指定管理について、それぞれNPO法人湯田組に委託することを議決｝
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平
成
26
年
２
月
の
豪
雪
農
業
災

害
特
別
事
業
に
つ
い
て
、国
県
村
の

支
援
に
対
し
て
当
時
の
担
当
課
長

が
申
請
書
を
実
家
の
父
親
の
名
前

で
代
理
申
請
し
、補
助
金
で
農
業
用

倉
庫
を
建
て
た
こ
と
に
対
し
、村
長

は
私
の
質
問
に
対
し「
手
続
等
に
不

備
は
な
か
っ
た
」と
の
回
答
で
し
た

が
、必
要
書
類
を
提
出
の
上
詳
細
に

説
明
を
し
て
頂
き
た
い
。

　
こ
の
事
業
は
、被
災
し
た
農
業
用

ハ
ウ
ス
、育
苗
施
設
、農
作
業
用
施

設
、畜
舎
等
の
撤
去
、修
繕
及
び
被

災
前
の
面
積
以
内
で
同
程
度
の
施

設
の
再
建
、若
し
く
は
農
業
用
機
械

の
取
得
が
助
成
対
象
で
、補
助
率
、

国
50
％
、県
25
％
、村
15
％
で
、農
業

者
負
担
は
10
％
で
あ
り
ま
す
。57
名

の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
、50
名
の
方

が
本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ご
質
問
の
被
災
施
設
に
つ
き
ま

し
て
も
、再
建
施
設
が
被

災
面
積
以
内
で
同
程
度

の
仕
様
で
あ
る
こ
と
、助

成
対
象
者
の
要
件
に
も

合
致
し
て
い
る
こ
と
を

県
及
び
東
北
農
政
局
に

確
認
し
た
う
え
で
事
務

手
続
き
を
進
め
て
お
り
、

不
備
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
用
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
出
来
上
が
り
ま
し
た
が
、そ

の
後
の
啓
発
活
動
と
進
行
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、現

在
の
納
税
額
は
い
く
ら
な
の
か
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
対
策
や
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
啓
発
活
動
と
し
ま
し
て
は
、村
内

で
は
各
道
の
駅
、さ
ら
に
は
宿
泊
施

設
、ま
た
、村
人
会
や
他
県
等
で
の

イ
ベ
ン
ト
の
際
、産
品
と
一
緒
に
配

置
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
様
々
な

場
面
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
お
り
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
寄
付
総

額
は
２
４
９
４
万

２
０
０
０
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
は
、当
村
を

応
援
し
、寄
付
を
し
た
く
な
る
よ
う

な
村
づ
く
り
に
努
め
、そ
の
情
報
を

発
信
し
、使
い
道
に
つ
き
ま
し
て
も

公
表
す
る
な
ど
し
て
、多
く
の
事
業

費
を
頂
け
る
よ
う
、寄
付
者
の
方
々

の
ご
意
見
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら

創
意
工
夫
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

小
山 

克
彦 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

5番

熊
田 

喜
八 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

8番　
天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
で
あ
る

長
ネ
ギ
、ヤ
ー
コ
ン
、天
栄
米
、そ
れ

ぞ
れ
の
作
付
け
面
積
や
収
穫
量
と
販

売
の
推
移
な
ど
を
踏
ま
え
て
、ブ
ラ
ン

ド
農
産
物
と
し
て
の
今
の
課
題
と
今

後
の
位
置
づ
け
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。ま
た
、こ
れ
か
ら
他
の

作
物
に
つ
い
て
ブ
ラ
ン
ド
化
の
考
え

は
あ
る
の
か
。（
年
度
ご
と
の
推
移
な

ど
、資
料
の
提
出
の
要
求
し
ま
す
。）

　
長
ネ
ギ
は
作
付
面
積
、収
穫
量
と

も
順
調
で
市
場
の
評
価
も
良
く
安
定

し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。課
題
は
後
継

者
の
育
成
と
生
産
量
の
拡
大
で
す
。

ヤ
ー
コ
ン
は
震
災
風
評
も
あ
り
売
上
、

作
付
面
積
、収
穫
量
と
も
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。今
後
は
根
強
い
需

要
も
あ
り
生
産
量
の
確
保
と
保
存
法

の
確
立
、加
工
品
の
開
発
で
収
益
の

増
加
を
図
り
た
い
。天
栄
米
は
村
内

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
特
別
栽
培
米
を「
天

栄
米
」と
し
、天
栄
米
栽
培
研
究
会
が

米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
世
界
大
会
で
、８

年
連
続
金
賞
を
受
賞
。ブ
ラ
ン
ド
米

と
し
て
全
国
的
に
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。現
在
、特
別
栽
培
米
の
大
部
分
は

Ｊ
Ａ
に
販
売
し
て
お
り
、今
後
は
価
格

面
で
底
上
げ
が
図
ら
れ
る
よ
う
Ｊ
Ａ

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
他
作
物
に
つ
い
て
は
、プ
チ
ト
マ
ト

の「
天
姫
」、あ
く
な
し
ワ
ラ
ビ
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
英
語
の
村
天
栄
を
目
指
し
各
学
校

で
英
語
教
育
に
比
重
を
置
い
た
教
育

を
行
っ
て
い
る
が
、そ
の
概
要
と
現
状
、

今
後
の
目
標
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。 

　
英
語
は
国
際
化
の
中
で
子
供
た
ち

に
重
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
幼
稚
園
で
は
英
語
環
境
の
充
実
、

小
学
校
中
学
年
は
総
合
学
習
の
国
際

理
解
の
中
で
、高
学
年
で
は
英
語
活

動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。中

学
校
で
は
英
語
教
科
と
し
て
教
育
課

程
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、児
童
生
徒
の
学
び
の
連

続
性
と
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る

た
め
、「
天
栄
村
英
語
活
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
作
成
し
幼
、小
中
学
年
の
英
語

活
動
の
充
実
か
ら
小
学
校
の
教
科
化

と
中
学
校
の
英
語
教
育
の
充
実
、教

員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会

や
演
習
を
実
施
し
た
い
。

【
質
問
】今
年
の
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
は
。

【
回
答
】８
月
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
名
配

属
し
ま
す
。（
Ａ
Ｌ
Ｔ
：
外
国
人
英
語

指
導
教
師
）

【
質
問
】英
語
に
重
点
を
置
く
こ
と
で

他
教
科
へ
の
波
及
効
果
は
。

【
回
答
】英
語
の
特
化
は
他
教
科
の
見

直
し
も
各
学
校
が
工
夫
し
て
行
う
こ

と
に
な
り
、他
教
科
が
お
ろ
そ
か
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
口
減
少
は
未
来
の
天
栄
村
の
大

き
な
課
題
で
あ
り
、い
か
に
減
少
を
最

小
に
と
ど
め
る
か
が
、村
づ
く
り
の

「
柱
」と
な
る
。日
本
全
国
、県
内
、近

隣
市
町
村
い
ず
れ
も
地
域
振
興
策
を

計
画
し
て
い
る
が
、教
育
を
そ
の
柱
に

謳
っ
て
い
る
町
村
は
少
な
い
。ひ
と
つ

の
提
案
と
し
て
、英
語
教
育
を
ス
テ
ッ

プ
に
村
の
教
育
力
を
充
実
さ
せ
、「
教

育
の
村
天
栄
」を
村
一丸
と
な
っ
て
つ

く
れ
な
い
か
。 

　
３
月
に
作
成
し
た「
天
栄
村
ま
ち・

ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
取

り
組
む
４
本
柱
に「
特
色
あ
る
教
育

環
境
を
活
か
し
た
教
育
の
村
づ
く

り
」を
掲
げ
、英
語
教
育
の
充
実
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。ま
た
英
語
だ
け
で
な

く「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援
事

業
」や「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
活
用
事
業
」

な
ど
も
盛
り
込
み
平
成
３
１
年
度
ま

で
を
目
標
に
毎
年
成
果
の
検
証
を
必

須
と
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、分
析・

検
討
を
行
い
、議
員
の
提
案
も
視
野

に
入
れ
効
果
的
な
振
興
策
を
模
索
し

て
い
き
た
い
。

【
質
問
】「
教
育
」を
村
づ
く
り
の
柱
に

考
え
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
？

【
回
答
】英
語
教
育
に
力
を
注
ぐ
方
向

性
は
決
め
て
い
ま
す
。ま
た
国
際
化
の

中
で
子
供
た
ち
が
生
き
抜
く
力
を
つ

け
る
こ
と
も
大
事
で
す
。今
年
は
、企

画
政
策
課
を
設
置
し
、国
際
交
流
協

会
も
再
開
し
ま
す
。各
課
を
超
え
て

村
全
体
で
む
ら
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

村
民
か
ら
の

疑
惑
の
声
に

つ
い
て

1

ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

2

「
英
語
の
村
て
ん
え
い
」

を
村
振
興
策
の
柱
に
。

3

議 

員天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
の
現
状
と

今
後
の
役
割

1議 

員

「
英
語
の
村
て
ん
え
い
」

の
進
行
状
況
と

今
後
の
課
題

2議 

員
議 

員

議 

員

村 

長
村 

長

村 

長

教
育
長

村 
長

村特産品の数々

ふるさと納税サイト「さとふる」
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用
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に
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は
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で
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国
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名

の
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に
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名
の
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が
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を
実
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後
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の
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学
校
中
学
年
は
総
合
学
習
の
国
際

理
解
の
中
で
、高
学
年
で
は
英
語
活

動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。中

学
校
で
は
英
語
教
科
と
し
て
教
育
課

程
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、児
童
生
徒
の
学
び
の
連

続
性
と
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る

た
め
、「
天
栄
村
英
語
活
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
作
成
し
幼
、小
中
学
年
の
英
語

活
動
の
充
実
か
ら
小
学
校
の
教
科
化

と
中
学
校
の
英
語
教
育
の
充
実
、教

員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会

や
演
習
を
実
施
し
た
い
。

【
質
問
】今
年
の
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
は
。

【
回
答
】８
月
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
２
名
配

属
し
ま
す
。（
Ａ
Ｌ
Ｔ
：
外
国
人
英
語

指
導
教
師
）

【
質
問
】英
語
に
重
点
を
置
く
こ
と
で

他
教
科
へ
の
波
及
効
果
は
。

【
回
答
】英
語
の
特
化
は
他
教
科
の
見

直
し
も
各
学
校
が
工
夫
し
て
行
う
こ

と
に
な
り
、他
教
科
が
お
ろ
そ
か
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
口
減
少
は
未
来
の
天
栄
村
の
大

き
な
課
題
で
あ
り
、い
か
に
減
少
を
最

小
に
と
ど
め
る
か
が
、村
づ
く
り
の

「
柱
」と
な
る
。日
本
全
国
、県
内
、近

隣
市
町
村
い
ず
れ
も
地
域
振
興
策
を

計
画
し
て
い
る
が
、教
育
を
そ
の
柱
に

謳
っ
て
い
る
町
村
は
少
な
い
。ひ
と
つ

の
提
案
と
し
て
、英
語
教
育
を
ス
テ
ッ

プ
に
村
の
教
育
力
を
充
実
さ
せ
、「
教

育
の
村
天
栄
」を
村
一丸
と
な
っ
て
つ

く
れ
な
い
か
。 

　
３
月
に
作
成
し
た「
天
栄
村
ま
ち・

ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
取

り
組
む
４
本
柱
に「
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あ
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教
育

環
境
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活
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し
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教
育
の
村
づ
く

り
」を
掲
げ
、英
語
教
育
の
充
実
を
め
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し
て
い
ま
す
。ま
た
英
語
だ
け
で
な

く「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援
事

業
」や「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
活
用
事
業
」
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３
１
年
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ま

で
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標
に
毎
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検
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必

須
と
し
て
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す
。今
後
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検
討
を
行
い
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員
の
提
案
も
視
野

に
入
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効
果
的
な
振
興
策
を
模
索
し

て
い
き
た
い
。

【
質
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づ
く
り
の
柱
に

考
え
る
こ
と
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【
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中
で
子
供
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け
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画
政
策
課
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設
置
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、国
際
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協

会
も
再
開
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ま
す
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課
を
超
え
て

村
全
体
で
む
ら
づ
く
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進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

村
民
か
ら
の

疑
惑
の
声
に

つ
い
て

1

ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

2

「
英
語
の
村
て
ん
え
い
」

を
村
振
興
策
の
柱
に
。

3

議 

員天
栄
村
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
の
現
状
と

今
後
の
役
割

1議 

員

「
英
語
の
村
て
ん
え
い
」

の
進
行
状
況
と

今
後
の
課
題

2議 

員
議 

員

議 

員

村 

長
村 

長

村 

長

教
育
長

村 

長

村特産品の数々

ふるさと納税サイト「さとふる」
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消
防
団
の

組
織
強
化
へ

1議 

員

　
大
変
な
責
務
を
負
っ
て
、昼
夜
を

問
わ
ず
活
動
し
て
い
る
消
防
団
員

で
は
あ
り
ま
す
が
、平
日
は
村
外
へ

の
仕
事
勤
め
等
で
不
在
の
団
員
が

多
く
、緊
急
招
集
に
即
応
で
き
な
い

状
況
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、役
場

内
に
即
応
可
能
な
分
団
ま
た
は
班

の
設
置
等
、村
の
対
応
策
を
伺
い
た

い
。

　
日
中
の
火
災
発

生
な
ど
の
緊
急
時
に

お
い
て
、消
防
団
員

の
人
員
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、地
元
消
防
団

に
所
属
し
て
い
な
い

村
職
員
が
、役
場
内

の
分
団
・
班
を
編
成

す
る
な
ど
の
新
た
な

体
制
作
り
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、若

者
の
減
少
や
就
労
形

態
の
多
様
化
に
伴
い
、

団
員
数
が
年
々
減

少
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、今

後
、村
民
の
安
心・安

全
を
確
保
し
て
い
く

た
め
、消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
協
力

を
得
て
、地
元
班
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
確
立
し
て
い
く
等
、最
も
有

効
な
方
法
を
消
防
団
長
と
共
に
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
村
で
も
子
育
て
支
援
事
業
と

し
て
、こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
や

児
童
手
当
の
支
給
な
ど
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
策
、預
か
り
保
育
や
放

課
後
こ
ど
も
教
室・児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
の
環
境
の
整
備
策
な
ど
、様
々
な

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、長
年
に
わ
た
っ
て
の
懸
案

事
項
で
あ
る
幼
稚
園
バ
ス
の
運
行

に
関
し
て
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ

状
況
と
感
じ
る
が
、子
育
て
支
援
事

業
の一貫
と
し
て
早
期
に
運
行
す
べ

き
と
考
え
る
が
村
の
考
え
は
。　
　

　
子
供
の
安
全・安
心
の
確
保
の
観

点
か
ら
、村
独
自
の
送
迎
バ
ス
を
運

行
す
る
こ
と
で
今
年
度
よ
り
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

 

現
在
は
、バ
ス
購
入
に
対
す
る
助

成
制
度
、利
用
者
の
意
向
、バ
ス
路

線
の
検
討
、運
行
に
関
す
る
管
理
の

形
態・人
員
の
確
保
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
も

園
児
の
乗
車
時
間
に
よ
る
負
担
過

重
の
問
題
も
考
慮
し
な
が
ら
、様
々

な
検
討
を
重
ね
、早
期
運
行
に
向
け

て
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

大
須
賀 

渓
仁 

議
員

村
政
を
問
う

一
般
質
問

3番

幼
稚
園
バ
ス
の

早
期
運
行
を

2議 

員

村 

長

教
育
長

活動村議会 議員の

▶岩瀬地方町村議会議員協議会開催／平成28年5月27日

▶県町村議会議長会定期総会開催／平成28年6月6日

▶村人会開催／平成28年7月10日

天栄・鏡石両議員、
今年度予算・事業を審議
　天栄村、鏡石町の議会議員で構成される岩瀬地方町
村議会議員協議会は、合同での視察研修や講演会を通
して、岩瀬管内の振興を考え、情報交換を行っています。
　当協議会の平成２８年度総会が５月２７日鏡石館にて
開催され、平成２８年度予算等５議案を審議し、全案承
認・可決されました。また、役員改選が行われ、会長は
引き続き鏡石町議会の渡辺定己議長、新副会長に天栄
村議会の廣瀬和吉議長が選任されました。

国道１１８号並びに２９４号の
改良整備促進を決議
　福島県町村議会議長会総会は、６月６日福島市の杉
妻会館で開催されました。
　議事では、天栄村関連議題の「国道１１８号並びに２９
４号の改良整備促進を求める要望」の他、各地方からの
提出の２０議案が採択されました。
　また、各町村の議長改選により、８名の新議長が議長
会に加入、県議長会の会長に南会津町の五十嵐司議長、
副会長に矢吹町の熊田宏議長が5月9日付けで就任し
た旨、報告がありました。

岩瀬地方町村議会議員協議会

R294号大里字沢邸地内の様子

廣瀬議長の挨拶

和やかに
関東地方天栄村人会開催
　７月１０日、東京都スクワール麹町にて平成２８年度
総会が実施され、議会議員１０名が出席しました。
　総会では、廣瀬議長が議会を代表して挨拶し、村の
復興の現状や鳳坂峠トンネルの着工、議会の活動状況
などを報告しました。
　また、総会後に開催された懇親会は、会員の方々の
村へのご意見や思いを伺う貴重な機会として、積極的
な情報交換を行いました。

操法大会
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活動委員会 の

読みたくなる
議会広報をめざして

山口県和木町におけるふるさと納税
事業の進捗状況と今後の展開

　５月２０日、郡山市ビッグパレットふくしまで開催され
た町村議会広報研修会に議会広報常任委員会３名が
参加、議会広報サポーターの芳野政明氏による紙面
表現の講義を受講しました。研修会では他市町村の議
会広報も見ることができ、広報の役割や情報の伝え方
を学びました。改善点も見つかり、村民の方々に読ん
でいただけるよう、わかりやすく見やすい紙面を目指
して編集に取り組んでいきます。

議会広報常任委員会

文章を通して伝わる広報へ

トンネル予定箇所

▶町村議会広報研修会参加／平成28年5月20日

鳳坂峠トンネル化計画
今年秋に着工予定
　国道118号道路改良促進期成同盟会の総会は、6月
20日下郷町ふれあいセンターで開催されました。下
郷町・天栄村の町村長と議会議員で組織するこの同盟
会は、村内は鳳坂峠を含めた国道118号8か所の道路
改良促進を目的としています。
　総会では、平成27年度の事業・決算報告及び平成
28年度事業計画・予算案が承認・可決され、引き続き
国・県へ要望活動を実施し、事業の加速化や予算確保
に尽力していくこととしました。
　また、鳳坂峠トンネルについては、今年秋に着工の
見込みである報告がありました。

産業建設常任委員会▶国道118号道路改良促進期成同盟会総会参加／平成28年6月20日

鳳坂峠事業実施表

行政
調査

総務
常任委員会

島根県雲南市における空き家の活用と
移住定住支援

産業建設
常任委員会

「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
へ
の
取
り
組
み
」　

「
農
地
付
き
空
き
家
を
利
用
し
た
定
住
の

 
取
り
組
み
」を
視
察

　
６
月
28
日
〜
30
日
、総
務
常
任
委
員
会（
委
員
長:

小
山
克
彦
）と

産
業
建
設
常
任
員
会（
委
員
長:

揚
妻一男
）が
山
口
県
和
木
町・島
根

県
雲
南
市
で
の
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
和
木
町（
わ
き
ち
ょ
う
）は
、山
口

県
の
最
東
で
広
島
県
に
隣
接
し
た

町
。

　
瀬
戸
内
工
業
地
域
の一角
を
占
め

る
恵
ま
れ
た
立
地
環
境
を
生
か
し
、

重
化
学
工
業（
肥
料
の
生
産
）が
町

の
主
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
の
ま
ち
”和
木
町
“の
魅
力

を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
」を
目
的

に
、平
成
25
年
９
月
に「
ふ
る
さ
と

納
税
事
業
に
着
手
。翌
平
成
26
年

に
は
１
，２
１
２
万
円
、27
年
度
に

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
な
ど
も
開
始

し
、５
千
件
を
超
え
る
５
，１
１
３

万
円
の
寄
付
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、住
み
よ
さ
日
本一の
ま
ち

づ
く
り
を
掲
げ
、住
民

に
密
着
し
た
行
政
運

営
を
図
る
と
と
も
に
、

議
会
基
本
条
例
を
制

定
す
る
な
ど
、町
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

積
極
的
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ

り
、住
民
の
満
足
度
が

向
上
す
る
な
ど
大
き

な
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、

貴
重
な
視
察
と
な
り

ま
し
た
。

　
雲
南
市
は
、島
根
県
の
東
部
に
位

置
し
、松
江
市
、出
雲
市
等
に
隣
接

し
、南
部
は
広
島
県
に
接
し
、総
面

積
は
５
５
３・４
㎢
で
島
根
県
の
総

面
積
の
８・３
％
を
占
め
、そ
の
大

半
が
林
野
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
市
で
は
、人
口
の
減
少
を
防
止

す
る
施
策
の一つ
と
し
て
、積
極
的

な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
誘
致
を
進
め
て

お
り
、定
住
相
談
窓
口
と
し
て
３
人

の
定
住
推
進
員
を
配
置
し
、空
き
家

等
の
住
宅
情
報
の
提
供
や
就
業・就

農
支
援
、定
住
後
の
地
域
で
の
生
活

の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
増
加
し
て
い
る
田
舎

で
暮
ら
し
た
い
都
会
か
ら
の
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
の
た
め

に
、移
住
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

移
住
さ
れ
た
方
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
と

と
も
に
、若
い
世
代
の

移
住
定
住
に
向
け
た

情
報
発
信
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

　
若
者
の
移
住・定
住

に
繋
が
り
、人
口
増

（
社
会
増
）の
好
循
環
を

生
み
出
し
て
い
る
例
と

し
て
、大
変
参
考
と
な

る
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

項　目 内　　容

事　業 再生・復興交付金事業

工事区間
(トンネル部)

３．３５ｋｍ
（２．３３ｋｍ）

事業年度 平成２５～３５年

今年度事業 工事着工

和木町議会玄関にて

雲南市役所での研修状況

総会の様子
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表現の講義を受講しました。研修会では他市町村の議
会広報も見ることができ、広報の役割や情報の伝え方
を学びました。改善点も見つかり、村民の方々に読ん
でいただけるよう、わかりやすく見やすい紙面を目指
して編集に取り組んでいきます。

議会広報常任委員会

文章を通して伝わる広報へ
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国・県へ要望活動を実施し、事業の加速化や予算確保
に尽力していくこととしました。
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5
日
◇
天
栄
村
議
会
初
議
会

18
日
◇
天
栄
村
観
光
協
会
通
常
総
会

19
日
◇
天
栄
村
い
き
い
き
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会

21
日
◇
天
栄
村
議
会
第
２
回
臨
時
会

　
　
　
　

２
日
◇
天
栄
村
公
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
総
会

9
日
◇
福
島
空
港
活
性
化
推
進
協
議

会
総
会

11
日
◇
福
島
大
学
農
学
系
学
部
開
設

要
望
活
動

 

◇
須
賀
川
牡
丹
園
発
祥
２
５
０

周
年
式
典

12
日
◇
岩
瀬
地
方
町
村
議
会
議
員
協

議
会
役
員
会

16
日
◇
湯
本
支
所
落
成
式

17
日
◇
岩
瀬
地
方
市
町
村
議
会
議
長

会
定
期
総
会

 

◇
天
栄
村
商
工
会
第
57
回
通
常

総
会

20
日
◇
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

21
日
◇
牧
本・大
里・広
戸
小
学
校
運
動
会

22
日
◇
湯
本
地
区
合
同
大
運
動
会

23
日
◇
岩
瀬
地
方
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会

27
日
◇
岩
瀬
地
方
町
村
議
会
議
員
協

議
会
総
会

29
日
◇
第
34
回
二
岐
山
山
開
き

30
〜
31
日

 

◇
町
村
議
会
議
長・副
議
長
研
修
会

１
日
◇
議
会
運
営
委
員
会

５
日
◇
村
消
防
団
春
季
検
閲
式

６
日
◇
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

８
日
◇
天
栄
村
議
会
６
月
定
例
会

９
日
◇
天
栄
村
議
会
６
月
定
例
会

 

　
全
員
協
議
会

 

　
総
務
常
任
委
員
会

 
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

 
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

10
日
◇
天
栄
村
議
会
６
月
定
例
会

19
日
◇
消
防
春
季
連
合
検
閲

20
日
◇
国
道
１
１
８
号
道
路
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
総
会

28
〜
30
日

 

◇
天
栄
村
議
会
総
務・産
業
建
設
常

 

　
任
委
員
会
行
政
調
査

１
日
◇
福
島
県
消
防
協
会
須
賀
川
支
部

 

　
幹
部
大
会

４
日
◇
議
会
広
報
常
任
委
員
会

５
日
◇
全
国
基
地
協
議
会
理
事
会

10
日
◇
関
東
地
方
天
栄
村
人
会
総
会

20
日
◇
議
会
広
報
常
任
委
員
会

22
日
◇
県
道
白
河
羽
鳥
線
改
良
促
進

期
成
同
盟
会
総
会

23
日
◇
羽
鳥
湖
高
原
ウ
ォ
ー
ク

26
日
◇
天
栄
村
議
会
第
３
回
臨
時
会

31
日
◇
第
54
回
福
島
県
消
防
協
会
須

賀
川
支
部
消
防
操
法
大
会

4
月

5
月

7
月

6
月

　
村
民
の
皆
様
、い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　
議
会
だ
よ
り
１
３
５
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。今
月
号
は
６
月
定
例

議
会
の
様
子
を
中
心
に
構
成
い
た
し

ま
し
た
。今
議
会
は
３
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
我
々
広
報
委
員
も
３
月
の
議
会
改

選
を
受
け
、新
た
に
左
記
５
名
の
委
員

に
よ
り
２
年
間
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。少
し
で
も
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。何

か
、お
気
づ
き
の
点
や
感
想
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
次
は
、９
月
が
定
例
議
会
と
な
り

ま
す
。多
く
の
方
々
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

定例会は3月、6月、9月、12月に
行われます。詳しくは議会事務局
へお問い合わせください。

議会のホームページが開設されて
います。議会の概要、会議録（平成
24年3月以降の定例会・臨時会）、議
会だよりが掲載されています。

湯本にある棚田に、小学生が田植えをしている時の写真
です。みんなで協力しながら頑張っていました。

平成28年

8月1日発行

8月号

写真の解説は裏表紙をご覧ください。

発行／福島県天栄村議会　編集／議会広報常任委員会  〒962-0592 福島県岩瀬郡天栄村大字下松本字原畑78　☎（0248）82-2101

主 な 内 容

議
　
会
　
日
　
誌

編
集
後
記

あなたも議会を
傍聴してみませんか？

議会のホームページを
ご覧ください

☎82－2101

●平成28年6月定例会………………………………P2
●3議員が一般質問……………………………………P4
●議会の動き………………………………………………P7

《
議
会
広
報
常
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http://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/gikai/
をご覧ください。天栄村ホームページトップ 天栄村議会
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